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大山崎クラブ
山本孝  956-0039
北村元一956-5705
小泉興洋957-2212
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平成１２年９月大山崎クラブとは大山崎町議会の中の会派です。
今回　議会のこと、行政のこと　を少しでも住民の皆様に
お知らせするため発行させていただきました。
今後も気軽にご意見をお寄せいただきますようお願い
　　　　　　　　　申し上げます。

上水道8,002 t/日
と
企業 5,399 t/日

8,000 t/日にするために

合計 地下水揚水量
13,401 t/日
（平成１０年）

美味しい水の水質要件
水質項目

蒸発残留物

水質基準 説明
乙訓浄水場
（府営水道）

大山崎町
地下水

30～ 200㎎ /ｌ 90 242
主にミネラルの含有量を示し
100㎎ /ｌぐらいが好まれる

遊離炭酸 3～30㎎ /ｌ 水に溶けこんでいる炭酸ガス 4 65

残留塩素 0.4㎎/ｌ以下 水にカルキ臭を与える 0.7 1.0

府営水道導入後の水道事業経営は一段と厳しいものになることが予想
できます。H12年10月から導入 H13年度末では、現在の料金据え置き
の場合、約1億3000万円の赤字になる予想です。私どもはより一層の
経費節減につとめるとともに住民の皆さんの負担のありかたについて、
十分理解の得られるよう行政に訴えていきます。

地下水揚水水量

8,000 t/日

府営水道

H12,H13 3,650 t/日
H18最終　7,300 t/日
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地下水適正揚水水量

水質の悪化を防ぐ必要がある水質の悪化を防ぐ必要がある水質の悪化を防ぐ必要がある水質の悪化を防ぐ必要がある水質の悪化を防ぐ必要がある

二本立てで将来にわたって安定し二本立てで将来にわたって安定し二本立てで将来にわたって安定し二本立てで将来にわたって安定し二本立てで将来にわたって安定し
た水源確保する！！た水源確保する！！た水源確保する！！た水源確保する！！た水源確保する！！

地下水には限界があります地下水には限界があります地下水には限界があります地下水には限界があります地下水には限界があります


